
医療法人仁善会　田中クリニック
理事長・院長

田中 善 先生

【略歴】

鳥取大学医学部医学科卒業。医学博士（大阪大学）。

大阪大学第一内科（腎臓内科）、大阪厚生年金病院腎臓

内科医長を経て、医療法人仁善会田中クリニック理事長・

院長に就任（http://www.tanaka-cl.com）。がんに対する

免疫療法、栄養療法、点滴療法など統合医療を中心に診

療を行っている。また医科歯科連携と栄養学を中心とす

る予防医学を推進する活動を行っている。

日本内科学会認定内科医、日本透析医学会透析専門医、 

日本腎臓学会腎臓専門医、日本医師会認定産業医、日本

医師会認定健康スポーツ医。腸内フローラ移植臨床研究

会代表理事、日本先制臨床医学会理事、日本老化制御医

学会常任理事、IAOMT-Asia（International Academy 

of Oral Medicine and Toxicology）副代表。
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IVCと他療法の
併用により
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点滴・栄養療法　
症例報告
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P.11 ▶ IVCと他療法の併用により奏効した２症例
医療法人仁善会 田中クリニック 理事長・院長

田中 善 先生

P.12 ▶ Occlusal DysfunctionおよびParafunctionによる
　　　 咬合崩壊ケースに対するBDM®コンセプトによる

　　　 SDSジルコニアインプラントを用いた

　　　 Full Mouth Reconstruction

医療法人インペリオクリニック 理事長

新福 泰弘 先生

P.14 ▶ 大量自家血液オゾン療法により症状の改善が
　　　 みられた難治性眩暈症の1例

鎌倉元氣クリニック 院長

松村 浩道 先生

P.16 ▶ COVID19肺炎（中等症2）に対しイベルメクチンと
　　　 メチルプレドニゾロンが著効した一例

BFLクリニック

増田 陽子 先生

目次

2021年から2年間、点滴療法研究会のセミナーの多くが

新型コロナウイルス感染の拡大によって会場での開催が

できませんでした。そのために会員同士のコミュニケー

ションがどうしても希薄になり、新たな医学情報をリアル

で学ぶ場が少なくなったという声が私のもとにも届いて

います。そこで、2021年より会報誌NEW AGE MEDI-

CINEを創刊し、医師、歯科医師、獣医師の皆様に症例

報告や文献紹介など様々な形で医学情報をお届けする

ことにしました。

今回の会報誌NEW AGE MEDICINE - vol.4では研究

会ボードメンバーやセミナー講師をされている4名の先

生から症例報告をいただいています。田中善先生（田中

クリニック）には高濃度ビタミンC点滴による悪性黒色腫

と盲腸がんの治療例、新福泰弘先生（インペリオクリニッ

ク）機能生物学的歯科医学を取り入れた症例、松村浩道

先生（鎌倉元氣クリニック）は自家血オゾン療法により改

善した難治性眩暈症の症例、増田陽子先生（BFLクリ

ニック）は高濃度ビタミンC点滴とイベルメクチンで改善

した中等症COVID-19肺炎の症例です。

2022年、点滴療法研究会は15周年を迎えます。私たち

は新型コロナウイルス感染の鎮静化を予想し、ポストコ

ロナの時代に相応しい一段上の大きなステージに上りま

す。スローガンは「リベラルメディスン Liberal edicine」

です。新しく進化する点滴療法研究会のセミナーで皆様

とお会いすることを楽しみにしています。

点滴療法研究会 会長 
柳澤 厚生

診断：malignant melanoma（悪性黒色腫）

経過：2001年左側腹部のmelanoma切除。2006年左鼡径

リンパ節郭清。2015年5月右鼡径リンパ節郭清。6月~8月放

射線療法施行。ペグイントロン治療施行。12月腹部腫瘍

（melanoma） 摘出術施行。

2015年11月27日から高濃度ビタミンC点滴療法（IVC）開

始（2015年12月5日VC50g血中濃度：3520.9μg/ml、2016

年1月5日VC60g血中濃度：5320.4μg/ml）。約3か月間は

週2回、その後約2年間は週1回、その後月2回約1年前から

月1回施行中。2016年6月から水素点滴併用。VD3（Pure）：

5,000IU/日、コンプリートバイオテック（乳酸菌製剤）1C/日、

マルチビタミン・ミネラル、ビタミンC服用中。重炭酸入浴剤

Hot Tab使用中。現在、PET-CTなど画像上も再発・転移な

く、仕事（医療関係）を続けている。

評価：原発巣を手術後もたびたび再発をしていたが、高濃

度ビタミンC点滴療法を施行することにより、それ以後再発・

転移もなく、仕事を普通に続けられている。QOLも向上し仕

事を普通に続けられている。

診断：盲腸癌

経過：2020年11月ごろから腹満感、嘔気、嘔吐があり、精査

したところ回盲部腫瘍、イレウスと診断。12月に腹腔鏡下結

腸右半切除術施行。盲腸癌（Moderately　differentiated tubular 

adenocarcinoma）、リンパ節転移（回腸末端部流域のリンパ節

腫大、傍大動脈に多数の結節）と診断。

2021年2月1日から高濃度ビタミンC点滴療法（IVC）開始

（11月27日現在VC60gを1~2週に1回）。同時にヨガ、鍼灸、

転地療養、薬膳料理、水素吸入、食事療法などを併用して

行っている。抗癌剤は職場復帰（教師）に影響があるので拒

否した。

腫瘍マーカーの推移(下の欄は CA19-9の数値）

評価：手術後に抗癌剤をせずに、高濃度ビタミンC点滴療法

を主な治療として受け入れた。仕事に復帰するために、意

欲的に正常細胞の活性化を行う治療法を取り入れ、それが

奏効して仕事への復帰も可能になってきている。おそらく抗

癌剤を使用していれば早期の社会復帰は困難であろう。高

濃度ビタミンC点滴療法が抗癌剤としての作用とともに

QOLを向上させる治療法として有用であることが示唆され

る。
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